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1ま え が き

筆者らは1'お年に苗に対する低温の影響は播種後の経過

日数によって異なり, とくに,出芽直後から1葉期までの

育苗期前半に影響が大きく現られることを報告した

'。しかし,1977年 は,育苗期間の気象変動が激しかったこと

から,苗立枯病が多発し,こ れらの発生状況を調査した結

果, 苗令 2葉期前後に達した苗において立枯症状を呈 し

たものが多く認められた。また, これら多発地の共通要因

の一つとして, 培土pHの高い点 (57～ 66)が指摘さ
れた。

土壌 pHと ィネ苗立粘病発生との関係については, 既に

星川0福田)ら の報告があるが,筆者らもこれらの関係を
検討し,箱育苗における健苗育成上の知見を得ようとした。

その結果の概要を報告する。

2 試 験 方 法

供試土壌 :火山灰土壌 (原土pH 5 82), 沖積土壌 (同
pH 5 15)を 供試 した。

土壌 pHの調整 :%規定硫酸液または炭酸カルシウムを
乾± 100,に対して添力|し,理論値 pHが 40～ 65にな
るようにした。 土壊 pHの測定は供試土壊 20′ に蒸溜水50
風′を添加し, 1時間振とうした後,24時間放置し,ガ ラス

電極法で測定した。なお,測定は添加直後と7日 後育苗中

におこなつた。

育苗法 :品種ハヤニツキを供試し,ホルマリン消毒,催

芽後,箱 (180磁 通常育苗箱の%大 )当 り乾籾換算で加
θ播種した。出芽処理は 30～ 52℃の育苗器でおこなつた。

出芽後は日中 29～54℃ ,夜間 12～ 22℃のガラス室で育

苗した。

低温処理法 :播種9日 後に, 0～ 2℃ の微風に24時間処

理 (5月 2日 ,1時 から3日 イ1時まで)し た。処理後は再

びガラス室においた。処理は 1区 2箱 とした。

調査法 :低温処理後の苗の生育状況を観察するとともに,

播種16日 後の立枯苗数,根,葉鞘部褐変薔数,草丈,発根

量の調査をおこなった。なお,発根量調査はうに 定温下あ

るいは 12-25と実験室温下で 6日 間保ち,再生根量を調

査し,発根量 (最根長×5“以上の根数 )を求めた。
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6 試験結果および考察

l pH調整物質と土壌 pIと の関係

表 1 土壌 pHの調整物質と土嬢 pHと の関係
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硫酸および炭酸カルシウムを火山灰土壌,沖積土壌に添
加した結果を表 1に示した。調整物質添加直後の土壊pH

は,火山灰土壌で45～
`2,沖
積土壌で42～ 58を示

したが,調整 7日 後の育苗中測定では,両土壌ともやや酸

性の方向へ移動した。

2 土壌 pHと 苗の生育との関係
播種 16日 後の苗調査の結果を表2に示した。両土壌とも

土壌 pHの高い場合 (58～
`2)に
草丈・乾物重ともや

や低く,生育は抑制され気味であった。この傾向は低温処

理区で特に顕著であつた。発根量に対しては低温処理をお

こなつた場合,土壊 pHと の関係が極めて頭著で,火山灰

土壌ではpH 5'以 上,沖積土壌ではpH5 0以上で再生

発根量が著しく劣つた。この傾向はとくに発根処理温度の

低い場合 (室温区 )に明らかであった。

3 土壌 PHと 苗立枯病発生との関係
低温処理後ガラス室に搬入して苗の発病状況を観察した。

発病は搬入当日の高温後 (最高気温 51℃ )では認められず,

搬入 1日後の午前の高温時から症状が現われはじめた。その

後,日 中気温が30℃ を越えるころから葉先の
″
じおれ
ク
が

みられ,後に葉身は灰緑色を塁するようになつた。しかし,
これらの症状は気温の降下とともに一時回復の状態にみら

れ,次いで,昇温後再び症状が頭著になり,次第に黄緑色,
地際褐変,枯死症状が認められるようになった。
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表 2 土壌 pHと 書の生育との関係
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低温処理後の苗立枯病発生と土壌 pHと の関係を図 1に

示した。

低温無処理区においては苗立枯病の発生が少なく,また,

土壌pHに よる差異も認められなかつた。低温処理区にお

いては,両土壌とも土壌 pHが 52～
`2で
発生が極めて

著しく,土壌 pIと の関係が明らかに認められた。即ち,

低温処理下においても,土壌 PHが低い (5'以下)場合 ,

苗立枯病の発生は明らかに少なく,土壌 pHが 52～ 62

と高い場合は,多発しやすくなる傾向が認められた。

このことは,土壌 pHが高いことが,低温条件下におい

て根の活力に対 して抑制的に作用し,苗の低温抵抗性を低

下させていることを示しているものと考えられる。なお,

土壌 pHと 根の活力との関係については,今後更に検討を

する。

以上のことから,気象変動の大きい育苗期間において,

安定的に健苗を育成するためには,育苗中の百管理にもま

して,播種時の土壌 pHの適正な嬌正が最も大切と考えら

42 45 48 5052 58
土壌pH

‐ 低温処理区 (0～ 2℃、24h)
□ 無処理区

図 1 土壊メ と苗立枯病発生との関係
は種 '日 後処理,同 16日 後調査
品種 ′ヽヤニシキ

れる。とくに,育苗培土のpHは 5以上に高めないことが

大切と考えられる。
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